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掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

旧中村研一邸主旧中村研一邸主屋屋
旧中村研一邸茶旧中村研一邸茶室室（（花侵庵）花侵庵） 小
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　洋画家・中村研一にかかわる２棟の建物が平成３１年３月２９日
付で文化財登録原簿に記載され、国の登録有形文化財（建造
物）になりました。

市内には、先人たちが残した有形・無形の文化財が数多く残されています。これらの文化財は　市内には、先人たちが残した有形・無形の文化財が数多く残されています。これらの文化財は、、
地域の歴史を物語る貴重な文化遺産であり、大切に保護されなくてはなりません。保存・活用を地域の歴史を物語る貴重な文化遺産であり、大切に保護されなくてはなりません。保存・活用を図図
るため、文化財の指定・登録を進めています。昨年度に指定・登録された文化財を紹介しまするため、文化財の指定・登録を進めています。昨年度に指定・登録された文化財を紹介します。。
コミュニティ文化課文化推進係（ コミュニティ文化課文化推進係（☎☎０４２０４２−−３８７３８７−−９９２３９９２３）、）、生涯学習課文化財係（☎生涯学習課文化財係（☎０４２０４２−−３８７３８７−−９８７９９８７９））問小金井の新たな文化遺たな文化遺産産
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茶室（花侵庵）外観

　旧中村研一邸は、国分寺崖線の高低差や植生・ 湧 水
ゆう

などを利用した建物と庭の空間構成が随所にみられま
す。「はけ」の景観を生かし、自然に溶け込むような
居住環境として重要な価値を持ちます。

　

茶
室
（
花
侵
庵
）
は
旧
主
屋
の
古

材
を
用
い
、
素
材
の
選
択
と
構
成
に

手
腕
を
見
せ
る
建
築
家
・
佐
藤
秀
三

の
代
表
作
の
一
つ
で
す
。
周
辺
の
梅

花
の
香
り
が
建
物
へ
飛
び
込
ん
で
く

る
こ
と
に
ち
な
み
花
侵
庵
と
研
一
が

名
付
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
室
と
な
る
四
畳
半
は
、
南
面
に

貴
人
口
を
設
け
、
北
面
に
床
の
間
、

東
面
に
付
書
院
風
の
出
窓
を
付
け
て

い
ま
す
。
主
室
は
建
設
当
初
の
ま
ま

で
あ
り
、
全
体
的
に 
竣 
工
時
の
外
観

し
ゅ
ん

お
よ
び
柱
・ 
梁 
な
ど
の
主
要
部
材
が

は
り

良
好
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

茶茶
室室（（
花
侵
庵

花
侵
庵
））

昭昭
和和　

年
建
年
建
設設

３５３５

主室

　

洋
風
を
主
体
と
し
た
主
屋
と
対
比

的
な
数
寄
屋
意
匠
を
も
つ
簡
素
な
離

れ
座
敷
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い

ま
す
。

　

建
築
的
特
徴
は
、
旧
主
屋
の
古
材

古材転用の柱・梁

を
転
用
し
た
こ
と
で
す
。
柱
・
梁
材

や
天
井
板
な
ど
多
く
の
古
材
が
用
い

ら
れ
、
部
材
の
随
所
に
当
初
の 
痕 
跡

こ
ん

が
残
さ
れ
、
素
朴
で
個
性
的
な
茶
室

の
意
匠
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

国
分
寺
崖
線
の
南
斜
面
に
あ
る
中

村
研
一
の
旧
宅
で
す
。
建
築
家
・
佐

藤
秀
三
の
設
計
で
、
三
角
形
の
大
屋

根
が
特
徴
的
な
主
屋
は
、
切
妻
造
り

主主
屋屋

昭昭
和和　

年
建
年
建
設設

３４３４

客間兼居間

暖炉の扉

二
階
建
て
の
伝
統
木
造
を
基
調
に
、

客
間
兼
居
間
と
食
堂
を
一
空
間
で
設

け
る
な
ど
現
代
的
な
空
間
構
成
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

玄関の床

　

暖
炉
の
扉
な
ど
は
、
佐
藤
の
デ
ザ

イ
ン
を
特
徴
づ
け
る
ア
イ
ア
ン
ワ
ー

ク
で
す
。

　

玄
関
床
の
紅
殻
を
用
い
た
大
胆
な

模
様
づ
け
は
佐
藤
と
中
村
の
共
同
作

業
の
結
晶
と
さ
れ
て
い
ま
す
。


